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◆ キーワード　南島説話／分類／フィールド調査／シマクチ／インデックス

【
第
四
三
回
大
会
公
開
講
演
】

「
南
島
説
話
大
成
」の
可
能
性 

― 

四
十
五
年
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
の
な
か
で 

―

福　

田　
　

晃

は
じ
め
に 

―
戦
後
の
神
歌
研
究
―

柳
田
国
男
・
折
口
信
夫
、
そ
し
て
伊
波
普
猷
な
ど
に
よ
っ
て
拓
か
れ
た

南
島
（
奄
美
・
沖
縄
）
研
究
）
1
（

は
、
苛
烈
な
沖
縄
戦
を
経
て
、
昭
和
三
十
年

代
に
及
び
、
新
し
い
段
階
に
入
っ
た
と
言
え
る
。
特
に
民
間
の
口
承
文
芸

研
究
に
お
い
て
は
、
外
間
守
善
氏
を
中
心
と
す
る
神
女
（
ノ
ロ
・
ツ
カ
サ
・

神
人
）
の
唱
誦
す
る
神
歌
の
収
集
活
動
、
お
よ
び
山
下
欣
一
氏
を
中
心
と

す
る
民
間
巫
女
（
ユ
タ
・
カ
ン
カ
カ
リ
ヤ
ー
）
の
唱
誦
す
る
呪
歌
の
収
集
・

研
究
活
動
は
、
括
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
と
言
え
る
。

（一）　

外
間
守
善
氏
の
民
間
祭
儀
に
お
け
る
神
歌
収
集

外
間
守
善
氏
は
、
昭
和
二
十
年
の
沖
縄
戦
に
生
き
残
り
、
昭
和
二
十
一
年

に
上
京
し
、
国
学
院
大
学
に
進
学
、
同
大
学
を
卒
業
後
、
金
田
一
京
助
教
授

の
勧
め
で
、東
京
大
学
言
語
学
科
の
研
究
生
と
し
て
言
語
学
を
専
攻
さ
れ
る
。

し
か
し
て
昭
和
二
十
九
年
に
は
、
沖
縄
文
化
協
会
の
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の

研
究
会
に
入
り
、
そ
の
研
究
を
深
め
ら
れ
て
ゆ
く）

2
（

。（
そ
の
研
究
成
果
は
、

後
に
仲
原
善
仲
氏
と
の
共
編
『
校
本
お
も
ろ
さ
う
し
』（
昭
和
四
十
年
）
3
（

）、

『
お
も
ろ
さ
う
し
辞
典
総
索
引
』（
昭
和
四
十
二
年
）
4
（

）、
ま
た
岩
波
・
日
本
思

想
大
系
の
『
お
も
ろ
さ
う
し
』（
昭
和
四
十
七
年
）
5
（

）
と
し
て
公
刊
さ
れ
る
。）

お
よ
そ
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
は
、
琉
球
国
府
に
属
す
る
国
家
的
レ
ベ
ル
の

神
歌
と
言
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
南
島
に
は
、
村
落
レ
ベ
ル
の
祭
儀
に
お

い
て
唱
誦
さ
れ
る
神
歌
群
が
あ
る
。
外
間
守
善
氏
は
、
昭
和
三
十
八
年
、
こ

の
民
間
祭
祀
の
な
か
で
唱
誦
さ
れ
る
神
歌
の
収
集
を
志
さ
れ
、
ま
ず
宮
古
島

北
部
の
狩
俣
集
落
に
入
り
、
そ
の
祭
儀
に
お
け
る
神ツ
カ
サ女

・
神
カ
ミ
ン
チ
ュ
ウ

人
の
唱
誦
す

る
神
歌
「
ニ
ー
リ
」「
タ
ー
ビ
」「
ピ
ヤ
ー
シ
」「
フ
サ
」
な
ど
を
収
集
さ
れ

る
。（
そ
れ
は
昭
和
四
十
七
年
に
、
新
里
幸
昭
氏
と
共
著
で
、『
宮
古
島
の
神

歌
）
6
（

』
と
し
て
公
刊
さ
れ
る
。
言
語
表
記
・
片
仮
名
表
記
・
和
文
表
記
を
対
照

し
た
、
み
ご
と
な
報
告
書
で
あ
っ
た
。）

さ
て
、
外
間
守
善
氏
は
、
右
の
宮
古
の
神
歌
収
集
以
後
、
十
余
年
に
わ

た
っ
て
、
南
島
各
地
の
神
歌
を
含
む
伝
承
歌
謡
の
臨
地
調
査
、
お
よ
び
南

島
歌
謡
に
関
す
る
文
献
資
料
の
す
べ
て
に
よ
っ
て
、
昭
和
四
十
六
年
に
『
南
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島
古
謡
』（
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
・
第
十
九
巻
）
7
（

）
を
公
刊
さ
れ
る
。
そ

れ
に
は
奄
美
諸
島
・
沖
縄
諸
島
・
宮
古
諸
島
・
八
重
山
諸
島
の
伝
承
古
謡
が

収
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
外
間
氏
は
、
右
の
古
謡
集
成
を
一
歩
進
め
て
、

昭
和
五
十
三
年
〜
昭
和
五
十
五
年
に
、『
南
島
歌
謡
大
成
』
全
五
巻
）
8
（

を
公
刊

さ
れ
る
。
そ
れ
は
各
巻
の
地
域
ご
と
の
研
究
者
と
の
共
著
と
さ
れ
る
。
壮
大

な
収
集
活
動
で
あ
り
、
壮
絶
な
報
告
書
作
成
と
言
え
る
。
そ
の
全
貌
は
、

『
大
成
』
各
巻
の
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
み
て
い
た
だ
く
と
し
て
、
外
間
氏
は

宮
古
編
・
八
重
山
編
・
沖
縄
本
島
編
（
上
下
・
二
巻
）・
奄
美
編
の
そ
れ
ぞ

れ
ご
と
に
、そ
の
地
域
に
お
け
る
伝
承
歌
謡
の
大
系
化
を
試
み
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
Ａ
・
呪
祷
的
歌
謡
、
Ｂ
・
叙
事
的
歌
謡
、
Ｃ
・
抒
情
的

歌
謡
に
分
類
さ
れ
る
。
そ
の
呪
祷
的
歌
謡
が
民
間
祭
祀
に
お
い
て
唱
誦
さ
れ

る
神
歌
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
て
外
間
守
善
氏
は
、
そ
の
歌
謡
の
推
移
を
Ａ
・
呪
祷
的
歌
謡
（
神

歌
）
か
ら
Ｂ
・
叙
事
的
歌
謡
に
及
び
、
さ
ら
に
Ｃ
・
抒
情
的
歌
謡
へ
と
推
移

し
た
と
説
か
れ
る
。
お
よ
そ
納
得
で
き
る
解
説
で
あ
る
。
し
か
も
外
間
氏
は
、

昭
和
五
十
九
年
六
月
の
『
文
学
』
特
集
「
沖
縄
の
文
学
・
芸
能) 9

(
」
に
お
い
て
、

右
の
南
島
歌
謡
分
類
案
を
簡
潔
に
示
し
て
お
ら
れ
る
。

し
か
し
て
外
間
守
善
氏
は
、
こ
の
「
ク
チ
」（
神
言
）
に
属
す
る
呪
祷
的

歌
謡
の
な
か
に
、
か
つ
て
折
口
信
夫
氏
が
「
国
文
学
の
発
生
）
10
（

」
で
説
か
れ

た
呪
言
・
呪
詞
の
姿
を
み
て
と
っ
て
、
そ
れ
を
論
じ
ら
れ
る
に
至
る
（『
南

島
文
学
論
』
参
照
）
11
（

）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
短
詩
型
の
神
言
か
ら
展
開
す
る
呪

祷
的
歌
謡
の
な
か
に
、「
神か
ん

語が
た
り」

が
み
え
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、

民
間
伝
承
に
お
け
る
神
話
の
韻
文
伝
承
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（二）　

山
下
欣
一
氏
の
民
間
巫
儀
に
お
け
る
神
歌
収
集

お
よ
そ
山
下
欣
一
氏
は
、
昭
和
三
十
年
代
の
中
頃
か
ら
、
奄
美
に
お
け

る
民
間
巫ユ
タ女

の
生
態
調
査
に
入
り
、
そ
の
巫
儀
に
お
い
て
巫
女
（
ユ
タ
）

が
唱
誦
す
る
オ
タ
カ
ベ
（
呪
詞
）
の
収
集
を
始
め
ら
れ
る
。
そ
の
最
初
は
、

自
ら
の
出
自
な
る
巫ユ
タ女

筋
の
伝
承
調
査
で
あ
っ
た
。
そ
の
山
下
氏
の
調
査

報
告
を
わ
た
く
し
が
手
に
し
た
の
は
、
昭
和
三
十
九
年
、
鹿
児
島
民
俗
学

会
発
行
の
『
民
俗
研
究
』
第
一
号
収
載
の
「
奄
美
に
お
け
る
ユ
タ
に
つ
い

て
―
そ
の
予
備
的
考
察
―
」
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
奄
美
に
お
け
る
民

間
信
仰
の
担
い
手
で
あ
る
ユ
タ
の
生
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
ま
ず
南
島
に
お
け
る
ノ
ロ
・
ト
キ
・
ユ
タ
の
職
能
的
分
化
を
あ
げ
、
ユ

タ
に
関
す
る
先
行
の
文
献
資
料
を
検
討
さ
れ
る
。
次
い
で
自
ら
の
奄
美
大

島
に
お
い
て
出
会
っ
た
多
く
の
ユ
タ
の
成
巫
過
程
の
実
態
を
報
告
さ
れ
、

そ
の
な
か
で
ユ
タ
自
ら
が
唱
誦
す
る
オ
タ
カ
ベ
（
呪
詞
）
の
数
々
を
紹
介

さ
れ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
は
、
成
巫
し
た
ユ
タ
そ
れ
ぞ
れ
の
祈
祷
活
動
を
詳

し
く
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。

こ
の
報
告
の
後
、
山
下
氏
の
ユ
タ
に
関
す
る
調
査
は
、
奄
美
大
島
か
ら

ク
チ

（
神
言
）

唱
え
る
　

謡
　う

カ
ン
フ
ツ
（
神
口
）

ニ
ガ
イ
フ
ツ
（
願
い
口
）

ア
ヨ
ー
・
ジ
ラ
バ
・
ユ
ン
タ
（
叙
事
的
歌
）

節
歌
・
ト
ウ
バ
ラ
ー
マ
・
ス
ン
カ
ニ
（
抒
情
的
歌
）

ク
イ
（
声
）

ク
チ
（
口
）

ク
ト
ゥ（
言
）

}ニガイ（願い）タカビ（崇べ）
（
呪
禱
的
歌
）
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喜
界
島
、
徳
之
島
、
そ
し
て
沖
永
良
部
島
に
及
ん
で
い
る
。
昭
和
五
十
二

年
、
そ
の
ユ
タ
に
関
す
る
生
態
調
査
は
、『
奄
美
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム）

12
（

』
と

し
て
公
刊
さ
れ
る
。
ま
た
そ
の
ユ
タ
の
巫
儀
に
お
け
る
オ
タ
カ
ベ
（
呪
詞
）

の
研
究
は
、
昭
和
五
十
四
年
に
『
奄
美
説
話
の
研
究
）
13
（

』
と
し
て
上
梓
さ
れ

て
い
る
。
し
か
も
本
書
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
ユ
タ
の
唱
誦
す
る
オ
タ

カ
ベ
の
数
々
は
、
先
に
あ
げ
た
折
口
信
夫
氏
の
「
国
文
学
の
発
生
」
で
説

か
れ
た
「
一
人
称
式
に
発
想
さ
れ
る
叙
事
詩
（
呪
詞
）」
に
通
じ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
神
話
の
韻
文
伝
承
な
る
「
神
語
」
に
属
す
る

も
の
と
言
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一　

南
島
説
話
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
―
昭
和
四
十
六
年
以
降
―

（一）　

わ
た
く
し
ど
も
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
と
報
告
書

奄
美
地
方
に
お
け
る
合
同
調
査

わ
た
く
し
は
、
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）、
立
命
館
大
学
に
転
任
し

た
年
、
京
都
女
子
大
学
の
稲
田
浩
二
氏
、
大
谷
女
子
大
学
（
小
生
の
前
任

校
）
の
岩
瀬
博
氏
と
は
か
っ
て
、
南
島
に
お
け
る
昔
話
を
中
心
と
す
る
口

承
説
話
の
採
訪
を
志
す
。
先
達
は
、
当
時
、
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
に
お

ら
れ
た
山
下
欣
一
氏
で
、
そ
の
勧
め
で
、
最
初
の
採
訪
地
を
奄
美
・
徳
之

島
と
決
し
、
同
年
七
月
十
九
日
に
出
立
す
る
。
大
阪
か
ら
鹿
児
島
ま
で
夜

汽
車
で
十
三
時
間
、
鹿
児
島
港
か
ら
千
三
百
ト
ン
の
照
国
丸
に
乗
り
込
む

と
、
そ
こ
は
台
風
の
荒
海
で
あ
っ
た
。
最
初
の
上
陸
地
は
沖
永
良
部
島
の

予
定
で
あ
っ
た
が
、
往
路
で
は
暴
風
雨
で
そ
れ
が
か
な
わ
ず
、
与
論
島
を

め
ぐ
っ
た
後
に
、
再
び
沖
永
良
部
島
に
向
か
い
、
ハ
シ
ケ
に
よ
る
命
が
け

の
降
船
と
な
っ
た
。
同
行
の
参
加
者
は
、
山
下
・
稲
田
・
岩
瀬
三
氏
の
ほ

か
、
京
都
女
子
大
学
の
学
生
三
名
、
大
谷
女
子
大
学
の
卒
業
生
の
七
名
で
、

総
勢
十
三
名
で
あ
っ
た
。

翌
二
十
一
日
、
と
り
あ
え
ず
学
生
た
ち
を
沖
永
良
部
島
見
学
に
送
り
出

し
、
わ
た
く
し
ど
も
は
山
下
氏
の
案
内
で
、
幾
人
か
の
島
の
語
り
手
を
訪

ね
る
。
そ
の
な
か
で
印
象
に
残
っ
た
語
り
手
は
、
上
平
川
の
山
田
島
秀
翁

（
当
時
七
十
八
歳
）
で
あ
っ
た
。
普
段
は
老
人
ホ
ー
ム
に
入
っ
て
お
ら
れ
る

が
、
そ
の
日
は
た
ま
た
ま
在
宅
で
、
快
く
わ
た
く
し
ど
も
を
迎
え
て
く
だ

さ
る
。
そ
れ
は
な
か
な
か
の
元
気
者
で
、
シ
マ
ク
チ
（
方
言
）
で
、
次
々

と
昔
話
を
語
っ
て
く
だ
さ
る
。
山
下
欣
一
氏
の
通
訳
に
よ
る
と
、「
運
玉
奴

と
油
食
い
小
僧
」「
ア
ラ
バ
シ
ャ
ギ
ン
の
絵
姿
女
房
」
な
ど
、
十
余
話
に
及

ぶ
。
聞
く
と
今
で
も
よ
く
語
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
先
立
っ
て
も
老
人

ホ
ー
ム
で
亡
く
な
っ
た
友
人
の
夜
ト
ギ
に
、
話
好
き
の
婆
さ
ん
を
相
手
に

夜
の
九
時
か
ら
朝
の
四
時
ま
で
語
っ
た
と
い
う
。
そ
の
聞
き
手
の
婆
さ
ん

が
、「
も
う
い
い
」
と
言
っ
た
の
で
や
め
た
が
、
お
よ
そ
三
十
七
話
を
語
っ

た
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
地
方
で
は
、
夜
ト
ギ
に
昔
話
を
語
る
の
が
常
で
、

病
気
見
舞
い
も
夜
明
け
ま
で
昔
話
を
語
る
も
の
の
由
、
驚
き
で
あ
っ
た
。

翌
二
十
二
日
、
よ
う
や
く
北
上
す
る
船
を
つ
か
ま
え
て
目
的
の
徳
之
島

に
着
く
。
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
元
徳
之
島
町
教
育
委
員
会
に
お
ら

れ
た
松
山
光
秀
氏
を
中
心
と
す
る
徳
之
島
郷
土
研
究
会
の
方
々
で
あ
っ
た
。

ま
ず
本
土
か
ら
の
わ
た
く
し
ど
も
が
困
っ
た
こ
と
は
、
ご
当
地
の
日
常
的

な
会
話
な
る
シ
マ
ク
チ
が
理
解
で
き
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
昔
話
の
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採
訪
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
郷
土
研
究
会
の
ほ
か
、
各
教
育
委
員
会
の
職

員
に
付
い
て
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
、
語
り
手
と
の
面
談
は
一
応
か

な
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
シ
マ
ク
チ
の
昔
話
（
ム
ン
ガ
タ
リ
）
は
、
わ
た

く
し
ど
も
に
は
、
ほ
と
ん
ど
理
解
が
及
ば
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
話
ご
と

に
案
内
役
の
郷
土
研
究
会
の
方
、
ま
た
は
教
育
委
員
会
の
職
員
に
通
訳
を

し
て
い
た
だ
く
。
た
ま
た
ま
七
十
歳
前
後
で
、
ヤ
マ
ト
グ
チ
（
共
通
語
）

に
通
じ
る
語
り
手
で
あ
れ
ば
、
シ
マ
ク
チ
と
ヤ
マ
ト
グ
チ
と
二
度
語
っ
て

も
ら
う
。
し
か
し
そ
の
シ
マ
ク
チ
の
語
り
は
饒
舌
で
あ
る
が
、
ヤ
マ
ト
グ

チ
の
そ
れ
は
、
た
ど
た
ど
し
い
。
わ
た
く
し
ど
も
は
、
島
の
こ
と
ば
の
シ

マ
ク
チ
の
語
り
に
こ
そ
伝
承
の
心
意
（
真
意
）
が
伝
承
さ
れ
る
こ
と
を
思

い
知
っ
た
の
で
あ
る
。
徳
之
島
町
・
天
城
町
・
伊
仙
町
の
三
町
に
お
け
る

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
は
、
お
よ
そ
十
日
間
、
い
さ
さ
か
不
本
意
な
昔
話
の
採

訪
と
は
な
っ
た
の
で
あ
る
。

翌
年
の
八
月
中
旬
、
わ
た
く
し
と
岩
瀬
博
氏
は
、
大
谷
女
子
大
学
の
卒

業
生
・
学
生
、
立
命
館
大
学
の
学
生
た
ち
を
同
行
し
て
、
徳
之
島
全
域
の

昔
話
の
補
足
調
査
を
進
め
る
。
今
度
は
前
回
の
経
験
か
ら
、
ヤ
マ
ト
グ
チ

が
語
れ
る
方
に
は
、
二
度
、
繰
り
返
し
語
っ
て
い
た
だ
く
。
一
度
目
は
シ

マ
ク
チ
、
二
度
目
は
そ
れ
を
ヤ
マ
ト
グ
チ
で
語
っ
て
い
た
だ
く
。
シ
マ
ク

チ
の
み
の
語
り
手
の
場
合
は
、
そ
の
シ
マ
ク
チ
の
語
り
に
続
け
て
、
ヤ
マ

ト
グ
チ
の
語
ら
れ
る
や
や
若
い
老
人
に
、
そ
れ
を
通
訳
ふ
う
に
語
っ
て
い

た
だ
く
。
そ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
に
、
テ
ー
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
に
収
録
す
る
と

い
う
方
法
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
。

わ
た
く
し
と
岩
瀬
氏
は
、
以
後
、
沖
縄
の
採
訪
調
査
と
か
さ
ね
て
、
徳
之

島
の
補
足
調
査
を
続
け
た
。
そ
し
て
そ
の
シ
マ
ク
チ
の
語
り
を
中
心
と
す
る

報
告
書
作
成
を
試
み
る
。
そ
の
語
り
の
翻
字
と
対
訳
は
、
徳
之
島
郷
土
研
究

会
の
方
々
が
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
が
、
そ
の
中
心
は
松
山
光
秀
・
徳
富

重
成
の
両
氏
で
あ
っ
た
。
お
よ
そ
七
年
の
歳
月
を
経
て
、
シ
マ
ク
チ
に
よ
る

『
奄
美
諸
島　

徳
之
島
の
昔
話
）
14
（

』
は
、
上
梓
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

な
お
奄
美
地
方
に
お
け
る
昔
話
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
は
後
に
あ
げ
る
ご
と

く
、
昭
和
五
十
五
年
の
奄
美
・
沖
縄
民
間
文
芸
研
究
会
の
合
同
に
よ
っ
て
、

奄
美
大
島
龍
郷
町
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
山
下
欣
一
氏
の

指
導
さ
れ
る
奄
美
民
俗
談
話
会
と
い
っ
し
ょ
に
進
め
て
い
る
。
ま
た
昭
和

五
十
六
年
・
五
十
七
年
に
は
、
わ
た
く
し
が
指
導
す
る
立
命
館
大
学
説
話

文
学
研
究
会
が
、
同
じ
く
奄
美
大
島
笠
利
町
に
お
い
て
昔
話
フ
ィ
ー
ル
ド

調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
も
奄
美
民
俗
談
話
会
と
合
同
に
よ
る
も
の

で
、
そ
の
報
告
書
『
奄
美
・
笠
利
町
昔
話
集
』〈
笠
利
町
文
化
財
報
告
・
第

九
号
）
15
（

〉
を
公
刊
し
た
の
で
あ
る
。

沖
縄
地
方
に
お
け
る
合
同
調
査

さ
て
わ
た
く
し
ど
も
は
、
沖
縄
の
本
土
復
帰
の
二
年
目
、
つ
ま
り
昭
和

四
十
八
年
（
一
九
七
三
）、
沖
縄
国
際
大
学
に
在
任
さ
れ
て
い
た
遠
藤
庄
治

氏
よ
り
、
沖
縄
に
お
け
る
口
承
説
話
の
収
集
調
査
に
つ
い
て
、
指
導
・
助

言
を
せ
よ
と
の
依
頼
を
受
け
る
。
そ
の
申
し
出
は
渡
り
に
舟
で
あ
っ
た
。

同
年
八
月
一
日
よ
り
一
週
間
、
第
一
回
の
三
大
学
（
沖
縄
国
際
大
学
・
大

谷
女
子
大
学
・
立
命
館
大
学
）
合
同
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
に
入
っ
た
。
そ

れ
は
、
先
輩
に
当
る
琉
大
の
湧
上
元
雄
教
授
の
推
挙
に
よ
っ
て
、
沖
縄
本
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島
の
東
上
に
あ
る
与
勝
諸
島
に
お
け
る
昔
話
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
と
な
っ

た
。
わ
た
く
し
と
岩
瀬
博
氏
と
は
、
大
谷
女
子
大
学
（
卒
業
生
・
学
生
）

八
人
、
立
命
館
大
学
（
院
生
）
二
人
を
同
行
し
て
参
加
、
遠
藤
氏
は
沖
縄

国
際
大
学
（
卒
業
生
・
学
生
）
十
余
名
を
同
行
す
る
。
班
を
五
つ
に
分
ち
、

津
堅
島
・
浜
比
嘉
・
伊
計
島
・
宮
城
島
・
平
安
座
島
の
五
島
を
採
訪
す
る
。

し
か
し
こ
の
合
同
調
査
は
、
大
変
な
こ
と
と
な
っ
た
。
な
に
し
ろ
現
地
の

語
り
手
た
ち
は
、
ほ
と
ん
ど
共
通
語
を
理
解
さ
れ
な
い
。
本
土
班
は
、
調

査
の
経
験
者
と
て
、
そ
の
指
導
的
立
場
で
、
初
心
者
の
沖
縄
班
と
混
合
の

チ
ー
ム
を
組
む
。
し
か
し
沖
縄
班
は
シ
マ
ク
チ
に
通
じ
る
と
は
言
え
、
沖

縄
各
地
か
ら
の
出
身
で
あ
れ
ば
、
か
な
ら
ず
し
も
与
勝
諸
島
の
シ
マ
ク
チ

に
通
じ
る
と
は
限
ら
な
い
。
ま
さ
に
手
探
り
の
合
同
調
査
と
な
っ
た
。
そ

れ
で
も
毎
晩
の
報
告
会
で
は
、
語
り
手
と
の
出
会
い
の
感
動
が
あ
っ
た
。

一
応
、
徳
之
島
の
採
訪
の
経
験
に
も
と
ず
く
収
録
で
、
約
二
百
話
、
テ
ー

プ
二
十
数
本
に
収
め
た
の
で
あ
る
。

翌
年
の
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
は
、
八
月
一
日
よ
り
十
一
日
ま

で
、
沖
縄
本
島
の
北
部
、
国
頭
村
・
東
村
・
大
宜
味
村
に
お
け
る
三
大
学

合
同
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
に
入
る
。
こ
の
年
は
、
あ
ら
か
じ
め
遠
藤
氏
は

学
内
に
口
承
文
芸
研
究
会
を
設
け
、
昨
年
の
経
験
を
も
と
に
、
十
分
な
体

制
を
整
え
ら
れ
て
い
た
。
地
元
の
各
教
育
委
員
会
も
、
積
極
的
に
協
力
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。
立
命
館
大
学
（
院
生
）
五
名
、
大
谷
女
子
大
学
（
学

生
）
五
名
、
そ
し
て
沖
縄
国
際
大
学
（
卒
業
生
・
学
生
）
五
十
余
名
の
大

部
隊
と
な
る
。
班
を
十
に
分
ち
、
シ
マ
ク
チ
を
主
と
す
る
収
録
の
方
法
に

つ
い
て
、
あ
え
て
わ
た
く
し
が
指
導
・
助
言
を
試
み
る
。
そ
の
昔
話
の
収

集
は
、
相
当
厖
大
な
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
一
部
は
後
に
、
シ
マ
ク
チ
・

共
通
語
対
訳
で
、『
国
頭
村
の
昔
話
）
16
（

』
と
し
て
公
刊
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
口
承
説
話
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
の
体
制
は
よ
う
や
く
整
っ
た

の
で
あ
る
。
昭
和
五
十
年
の
三
大
学
合
同
調
査
は
、
八
重
山
諸
島
（
石
垣
・

竹
富
・
与
那
国
）
に
お
い
て
、
大
勢
の
参
加
者
で
実
施
さ
れ
る
。
し
か
し

て
こ
れ
は
、
昭
和
五
十
一
年
に
及
び
、
順
調
に
進
め
ら
れ
た
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
問
題
が
生
じ
る
。
共
同
研
究
者
の
遠
藤
庄
治
氏
が
、

こ
の
口
承
説
話
の
収
集
活
動
を
市
民
運
動
と
し
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
主
張

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
時
代
は
、
木
下
順
二
氏
な
ど
の
提
唱
に
よ
る
民
話
運
動

が
盛
ん
な
と
き
で
あ
っ
た
。
遠
藤
氏
は
こ
れ
に
同
調
さ
れ
て
、
沖
縄
民
話
の

会
を
結
成
し
、
市
民
を
動
か
し
て
口
承
説
話
の
収
集
活
動
を
目
ざ
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
わ
た
く
し
は
、
学
問
・
研
究
は
、
政
治
運
動
と
は
一

線
を
画
す
べ
き
と
考
え
、
遠
藤
氏
と
袂
を
分
ち
、
独
自
に
奄
美
・
沖
縄
の
有

志
と
は
か
っ
て
、
奄
美
・
沖
縄
民
間
文
芸
研
究
会
を
結
成
す
る
。
し
た
が
っ

て
昭
和
五
十
三
年
以
降
の
昔
話
合
同
調
査
は
、
主
に
同
研
究
会
を
主
催
と
し

て
実
施
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
の
研
究
会
で
合
同
に
お
い
て

進
め
ら
れ
、
奄
美
諸
島
・
沖
縄
本
島
（
周
辺
諸
島
）、
宮
古
諸
島
に
お
い
て
、

お
よ
そ
、
平
成
四
年
ま
で
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
間
、
同
研
究
会
は
、
学
会
を

称
し
、
そ
の
活
動
は
今
日
に
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

わ
た
く
し
ど
も
の
報
告
書

ま
ず
あ
げ
る
べ
き
は
、
南
島
昔
話
叢
書
〈
全
十
巻
〉（
編
集
委
員
、
山
下

欣
一
・
福
田
晃
・
岩
瀬
博
・
遠
藤
庄
治
）
の
公
刊
で
あ
る
。
そ
れ
は
〈
刊
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行
に
あ
た
っ
て
〉
に
あ
げ
て
い
る
よ
う
に
、「
地
域
の
方
言
に
よ
る
伝
承
」

を
重
ん
じ
、「
方
言
に
よ
る
語
り
の
再
現
を
期
す
る
も
の
」
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
本
叢
書
が
と
り
あ
げ
る
昔
話
本
文
は
、「
方
言
の
語
り
を
忠
実
に
翻

字
」
し
、「
共
通
語
に
よ
る
対
訳
」
を
試
み
て
い
る
。
ま
た
本
叢
書
の
そ
れ

ぞ
れ
は
、「
昔
話
の
伝
承
世
界
」
に
つ
い
て
、「
相
当
に
精
細
に
解
説
を
お

こ
な
う
」
こ
と
を
旨
と
し
て
い
る
。
ま
ず
第
一
期
と
し
て
、
昭
和
五
十
八

（
一
九
八
三
）
年
よ
り
平
成
三
年
に
及
び
、〈
奄
美
諸
島
〉〈
沖
縄
本
島
〉〈
宮

古
島
〉〈
八
重
山
諸
島
〉
を
収
め
る）

17
（

。

そ
の
他
の
刊
行
物
と
し
て
は
、『
琉
球
の
伝
承
文
化
を
歩
く
』
全
十
二
巻

別
巻
一
（
三
弥
井
書
店
）
18
（

）
が
あ
る
。
こ
れ
は
共
通
語
で
、
伝
承
さ
れ
た
伝

説
・
昔
話
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
既
刊
は
四
冊
で
あ
る
。
ま
た
立
命
館
大

学
説
話
文
学
研
究
会
独
自
の
報
告
書
が
三
冊
あ
る）

19
（

。
共
通
語
本
文
に
、
一

部
シ
マ
ク
チ
の
本
文
対
訳
を
あ
げ
る
。
関
連
の
刊
行
物
）
20
（

、
お
よ
び
関
連
学

会
誌
）
21
（

に
も
、
随
次
、
収
集
の
昔
話
資
料
を
収
載
し
て
い
る
。

（二）　

遠
藤
庄
治
氏
を
中
心
と
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
・
報
告
書

沖
縄
国
際
大
学
・
口
承
文
芸
研
究
会
の
活
動

こ
れ
は
、
右
に
あ
げ
た
三
大
学
合
同
調
査
の
た
め
に
結
成
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
調
査
は
、
与
勝
諸
島
、
沖
縄
・
国
頭
地
方
、

八
重
山
諸
島
に
及
ぶ
。
ガ
リ
版
刷
の
『
口
承
文
芸
研
究
会
会
報
』（
一
号
〜

七
号
）
を
公
刊
、
そ
れ
に
は
随
次
、
収
集
調
査
の
資
料
を
掲
げ
て
い
る
。

ま
た
こ
れ
と
は
別
に
、
ガ
リ
版
刷
の
報
告
書
『
沖
縄
昔
話
資
料
』
第
一
〜

第
八
の
八
冊
を
公
刊
（
昭
和
五
十
年
〜
五
十
二
年
）
す
る
。

沖
縄
民
話
の
会
の
活
動

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
四
月
に
結
成
。
事
務
局
は
、
沖
縄
国
際

大
学
の
遠
藤
庄
治
研
究
室
に
置
か
れ
る
。
当
初
は
島
尻
勝
太
郎
氏
を
会
長

と
し
、
仲
宗
根
政
善
氏
な
ど
を
顧
問
に
迎
え
、
広
く
沖
縄
文
化
の
研
究
を

切
り
開
く
意
図
が
う
か
が
え
た
が
、
や
が
て
遠
藤
氏
を
中
心
と
す
る
民
話

運
動
と
し
て
の
沖
縄
民
話
の
収
集
活
動
を
展
開
す
る
。
し
か
も
次
々
と
各

地
に
支
部
を
設
け
、
そ
れ
と
連
動
し
て
各
地
の
教
育
委
員
会
を
動
か
し
、

市
民
参
加
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
に
入
る
。
遠
藤
氏
を
中
心
と
し
た
、
そ
の

精
力
的
な
活
動
は
、
目
を
見
張
る
も
の
で
あ
っ
た
。
年
一
回
の
大
会
開
催
、

各
年
ご
と
の
会
誌
を
発
行
す
る
。

そ
の
「
民
話
の
会
」
を
中
心
と
す
る
民
話
収
集
の
活
動
は
、
沖
縄
全
域

に
及
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
委
員
会
を
発
行
元
と
し
て
、
そ
の
地
域
の
民

話
集
が
公
刊
さ
れ
た
。「
沖
縄
民
話
の
会
」
お
よ
び
こ
れ
に
関
連
す
る
機
関

か
ら
の
公
刊
書
は
、
お
そ
ら
く
五
十
余
冊
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
活

動
は
、
い
さ
さ
か
壮
絶
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
沖
縄
県
下
の
市
町

村
の
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
財
と
し
て
「
民
話
」
を
残
し
た
功
績
は
、大
で
あ
っ

た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

二　

南
島
説
話
の
大
系

（一）
南
島
説
話
の
範
囲

さ
て
こ
こ
で
わ
た
く
し
は
、
南
島
説
話
の
大
系
を
提
示
す
る
に
当
っ
て
、
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先
達
の
柳
田
国
男
氏
が
『
口
承
文
芸
史
考
』
）
22
（

〈
序
〉
に
お
い
て
唱
導
さ
れ
た
、

神
話
伝
承
の
一
部
を
引
き
継
ぐ
も
の
が
伝
説
で
あ
り
、
そ
の
分
化
し
た
も

の
が
語
り
物
と
昔
話
で
あ
る
と
い
う
ご
高
説
は
言
上
げ
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
柳
田
氏
に
よ
れ
ば
、、
神
話
の
伝
承
は
、
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
、

そ
の
信
仰
の
残
滓
を
留
め
た
も
の
が
伝
説
で
あ
り
、
叙
述
の
形
式
を
受
け

継
い
だ
も
の
が
語
り
物
、
う
そ
と
知
り
つ
つ
そ
の
不
思
議
な
部
分
を
保
管

し
た
も
の
が
昔
話
と
し
て
今
に
伝
え
て
来
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
先
に

あ
げ
た
よ
う
に
、
南
島
に
お
い
て
は
、
現
代
に
お
い
て
も
神ノ
ロ女

や
巫ユ
タ女

の

司
祭
す
る
祭
儀
に
お
い
て
、
神
話
が
唱
誦
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ま
さ

し
く
信
仰
の
な
か
に
お
け
る
聖
な
る
神
話
の
韻
文
伝
承
で
あ
る
。
し
か
る

に
、
わ
た
く
し
ど
も
の
南
島
説
話
の
収
集
の
な
か
で
は
、
散
文
伝
承
と
し

て
の
ハ
ナ
シ
と
し
て
の
神
話
を
少
な
か
ら
ず
見
出
し
て
い
る
。
後
に
あ
げ

る
よ
う
に
こ
れ
は
、
松
村
武
雄
氏
の
あ
げ
ら
れ
る
俗
性
的
神
話
）
23
（

で
あ
る
。

し
か
も
わ
た
く
し
ど
も
の
収
集
に
よ
れ
ば
、
南
島
に
お
い
て
は
、
か
な
ら

ず
し
も
神
話
か
ら
伝
説
・
昔
話
が
分
化
し
た
と
す
る
実
態
は
う
か
が
え
な

い
。
そ
れ
は
、
次
に
あ
げ
る
よ
う
に
、
神
話
・
伝
説
・
昔
話
、
そ
し
て
世

間
話
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
題
（
思
想
）
を
有
す
る
も
の
と
判
じ
ら
れ
、
そ

れ
が
お
互
い
に
響
き
合
い
な
が
ら
伝
承
さ
れ
て
い
る
と
言
う
べ
き
も
の
と

判
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
下
、
そ
の
南
島
説
話
の
範
囲
を
各
ジ
ャ
ン
ル
別
の
伝
承
（
思
想
）
を

も
っ
て
示
す
）
24
（

。「
語
り
物
」
は
、
歌
謡
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
史
譚
は
、

一
般
に
伝
説
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
比
較
の
上
で
、
便

宜
的
に
と
り
あ
げ
て
い
る
。

（二）
ジ
ャ
ン
ル
別
の
分
類
私
案

そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
の
積
み
重
ね

各
ジ
ャ
ン
ル
の
伝
承

伝
承

世
界
ジ
ャ
ン

ル

伝
承
者
伝
承
の

機
会

伝
承
の
意
識
証 

拠

時
制

固
有性
叙
述
の

形
式

文 

体

俗 ← 聖

神
　
話
（
神
女
）

古
老

（
祭
儀
）

祭
儀
の

周
縁

疑
え
な
い
真

実

ナ
シ

神
の
世
ア
リ
（
ア
リ
）

ナ
シ
（
韻
文
体
） 

散
文
体

伝
　
説
古
老

ム
ラ

信
ず
べ
き
コ

ト
・
モ
ノ
・

出
来
事

ア
リ

古
へ
世

近
つ
世
ア
リ
ナ
シ

散
文
体

語
り
物
専
門
の

語
り
手
ム
ラ

あ
っ
た
と
さ

れ
る
物
語

ナ
シ

ア
リ

ア
リ
ア
リ

韻
文
体

俗

昔
　
話
語
り
上

手

イ
エ

不
確
か
な
虚

構

ナ
シ

遠
い
昔

ナ
シ
ア
リ

散
文
体

世
間
話
古
老
来

訪
者

ム
ラ

疑
え
な
い
事

実

ナ
シ

現
代

ア
リ
ナ
シ

散
文
体

史
　
譚
古
老

ム
ラ

あ
っ
た
と
さ

れ
る
史
伝

ナ
シ

中
つ
世

近
つ
世
ア
リ
ナ
シ

散
文
体

各
ジ
ャ
ン
ル
の
思
想

ジ
ャ
ン
ル

主
題

観
念

思
想

神
　
話

国
土
・
人
類
・
文
化

の
起
源

大
自
然
の
営
み
を
畏
怖

す
る
観
念

大
自
然
の
始
原
を
尊
ぶ
思
想

伝
　
説

聖
な
る
コ
ト
・
モ
ノ

の
由
来

小
自
然
・
社
会
の
営
み

を
畏
怖
す
る
観
念

小
自
然
の
変
異
・
人
為
の
興

亡
を
恐
れ
る
思
想

語
り
物

異
常
な
不
幸

人
間
存
在
の
可
能
性
を

否
定
す
る
観
念

人
間
の
不
幸
を
確
認
す
る
思

想

昔
　
話

異
常
な
幸
福

人
間
存
在
の
可
能
性
を

肯
定
す
る
観
念

人
間
の
幸
福
を
確
認
す
る
思

想

世
間
話

奇
異
・
不
思
議
な
現

実

人
為
・
社
会
を
畏
怖
・

驚
嘆
す
る
観
念

人
間
・
社
会
の
現
実
を
見
極

め
る
思
想

史
　
譚

異
常
な
事
績

人
為
の
異
常
を
憧
憬
す

る
観
念

人
為
の
過
去
を
尊
ぶ
思
想
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が
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
紙
面
の
余
裕
が
な
い
の
で
、
ほ
と
ん
ど
省

略
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
私
案
を
あ
げ
る
。

Ａ
「
神
話
」
伝
承

松
村
武
雄
氏
は
、『
神
話
学
研
究
』
第
一
巻
）
25
（

に
お
い
て
、
柳
田
国
男
氏
の

神
話
の
概
念
は
、
韻
文
体
に
よ
る
聖
性
的
神
話
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
、

こ
れ
に
対
す
る
説
話
と
し
て
の
俗
性
的
神
話
の
存
在
を
あ
げ
ら
れ
る
。
つ

ま
り
南
島
説
話
と
し
て
と
り
あ
げ
る
神
話
は
、
散
文
体
の
ハ
ナ
シ
に
属
す

る
俗
性
的
神
話
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
今
、
そ
の
私
案
を
の
み
あ
げ
る
。

傍
線
部
分
は
、
後
に
あ
げ
る
南
島
説
話
大
系
の
具
体
的
に
と
り
あ
げ
る
話

型
で
あ
る
。

〈
南
島
「
神
話
」
分
類
私
案
（
（2
（

〉

（一）
宇
宙
の
起
源
―
「 

天
地
分
離
」（
ア
マ
ン
チ
ュ
ー
の
足
跡
）「
月
と
太

陽
」
な
ど
。

（二）
神
々
の
葛
藤
―
「 

ミ
ル
ク
と
サ
ー
カ
」「
雨
の
神
と
竜
宮
の
神
」
な
ど
。

（三）
国
土
の
起
源
―
「 

ア
マ
ン
チ
ュ
ー
の
国
建
島
建
」「
流
れ
る
島
」
な
ど
。

（四）
人
類
の
起
源
―
「 

兄
妹
始
祖
」「
犬
聟
始
祖
」
な
ど
。

（五）
神
の
子
・
神
の
嫁
―
「 

蛇
神
の
子
」「
天
女
の
子
」「
太
陽
神
の
嫁
」

な
ど
。

（六）
文
化
の
起
源
―
「 

火
種
子
」「
鶴
の
穂
落
し
田
」「
五
穀
の
始
ま
り
」

（
農
耕
の
始
ま
り
）「
舟
の
始
ま
り
」
な
ど
。

Ｂ
「
伝
説
」
伝
承

お
よ
そ
柳
田
国
男
氏
は
、「
伝
説
は
そ
の
成
り
立
ち
か
ら
し
て
ハ
ナ
シ
で

は
な
く
、
世
に
伝
わ
っ
て
い
る
コ
ト
（
信
仰
事
象
）
で
あ
る
」
と
説
か
れ

て
い
る）

27
（

。
し
た
が
っ
て
、『
口
承
文
芸
史
考
』
に
次
い
で
、
昭
和
二
十
五
年

に
公
刊
さ
れ
た
『
日
本
伝
説
名
彙
）
28
（

』
は
そ
の
コ
ト
の
拠
る
「
木
」「
石
・
岩
」

「
水
」「
塚
」「
坂
・
峠
・
山
」「
祠
堂
」
に
分
類
し
て
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
野
村
純
一
氏
を
中
心
と
す
る
わ
た
く
し
ど
も
は
、
ハ
ナ

シ
と
し
て
の
伝
説
復
元
を
め
ざ
し
、
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
か
ら
平

成
元
年
に
か
け
て
、『
日
本
伝
説
大
系
）
29
（

』（
全
十
五
巻
、
別
巻
二
冊
）
を
公

刊
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
南
島
説
話
に
お
け
る
「
伝
説
」
伝
承
も
、
そ

れ
に
準
じ
て
試
案
を
提
示
す
る
。

〈
南
島
「
伝
説
」
分
類
私
案
〉

文
化
叙
事
伝
説

〈
そ
の
一
〉「
シ
マ
・
ム
ラ
の
由
来
」
を
語
る
も
の

　

 「
皆
福
部
落
の
始
ま
り
」（
宮
古
・
城
辺
町
）「
長
浜
の
始
ま
り
」（
沖

縄
・
読
谷
村
）「
通
り
池
と
ユ
ナ
タ
マ
」（
宮
古
・
伊
良
部
町
）「
ウ
プ

ト
ゥ
村
の
滅
亡
」（
同
上
）
な
ど
。

〈
そ
の
二
〉「
一
族
・
一
門
の
由
来
」
を
語
る
も
の

　
 「

察
度
王
」（
沖
縄
・
宜
野
湾
市
ほ
か
）「
佐
敷
の
小
按
司
」（
沖
縄
・
佐

敷
町
ほ
か
）「
王
妃
の
屁
」（
沖
縄
・
久
高
島
）「
ウ
ス
ヌ
主
」（
宮
古
・

伊
良
部
島
）「
鉄
人
の
根
原
神
殿
」（
八
重
山
・
竹
富
島
）「
美
人
の
出

な
い
村
」（
奄
美
・
宇
検
村
ほ
か
）「
世
の
主
が
な
し
」（
奄
美
・
沖
永
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良
部
島
知
名
町
）「
仲
屋
マ
ブ
ナ
リ
」（
宮
古
・
多
良
間
島
）
な
ど
。

〈
そ
の
三
〉「
モ
ノ
（
文
化
）
の
由
来
」
を
語
る
も
の

　

 「
赤
犬
子
」（
沖
縄
・
読
谷
村
）「
龕
の
始
ま
り
」（
沖
縄
・
豊
見
城
村
）

「
ニ
ン
ニ
ク
の
始
ま
り
」（
八
重
山
・
竹
富
島
）「
建
築
の
始
ま
り
」（
同

上
）
な
ど
。

〈
そ
の
四
〉「
コ
ト
（
祭
事
）
の
由
来
」
を
語
る
も
の

　

 「
ヤ
ー
マ
ス
御
願
由
来
」（
宮
古
・
下
地
町
来
間
島
）「
真
世
加
那
志
の

由
来
」（
八
重
山
・
石
垣
市
川
平
）「
赤
マ
タ
ー
神
事
由
来
」（
八
重

山
・
小
浜
島
ほ
か
）
な
ど
。

自
然
説
明
伝
説

〈
そ
の
一
〉「
動
植
物
の
由
来
」
を
説
く
も
の

　

 「
蚊
の
始
ま
り
」（
沖
縄
・
那
覇
市
）「
ハ
ブ
住
ま
ず
」（
沖
縄
・
渡
嘉

敷
村
）「
野
ば
ら
」（
八
重
山
・
石
垣
市
）「
西
表
島
の
ツ
グ
（
藤
蔓
モ

ド
キ
）」（
八
重
山
・
西
表
島
）
な
ど
。

〈
そ
の
二
〉「
石
・
岩
の
由
来
」
を
説
く
も
の

　

 「
力
石
」（
奄
美
・
喜
界
島
）「
宮
島
御
嶽
の
ビ
ッ
チ
ュ
ル
石
」（
八
重

山
・
石
垣
市
）「
蹄
跡
石
」（
八
重
山
・
石
垣
市
）「
舟ふ
ね

ン
帆ふ
う
で
い岩

」（
奄

美
・
喜
界
島
）「
夫
婦
岩
」（
沖
縄
・
読
谷
村
）「
石
に
な
っ
た
花
嫁
」

（
八
重
山
・
石
垣
市
）
な
ど
。

〈
そ
の
三
〉「
橋
・
泉
・
水
の
由
来
」
を
説
く
も
の

　

 「
真
玉
橋
の
人
柱
」（
沖
縄
・
那
覇
市
）「
一
日
橋
由
来
」（
沖
縄
・
那
覇

市
）「
鳩
が
見
つ
け
た
井
戸
」（
宮
古
・
伊
良
部
島
）「
犬
が
見
つ
け
た
井

戸
」（
八
重
山
・
竹
富
島
）「
屋
良
漏
池
」（
沖
縄
・
嘉
手
納
町
）「
無
蔵

水
」（
沖
縄
・
伊
平
屋
島
）「
鹿
浦
川
の
松
淵
」（
奄
美
・
伊
仙
町
）
な
ど
。

〈
そ
の
四
〉「
坂
・
山
・
洞
・
田
の
由
来
」
を
説
く
も
の

　

 「
オ
ホ
ン
坂
」（
沖
縄
・
南
風
原
町
）「
恋く

ガ
リ
山
」（
沖
縄
・
大
宜
味
村
）

「
黄
金
山
」（
沖
縄
・
大
宜
味
村
）「
平
家
立む
い

」（
奄
美
・
喜
界
島
）「
ク
マ

ヤ
洞ガ
マ窟

」（
沖
縄
・
伊
平
屋
島
）「
後
生
が
道
の
洞
穴
」（
奄
美
・
瀬
戸
内

町
）「
鍋
掻
田
」（
八
重
山
・
波
照
間
島
）「
浮お
こ

き
田
」（
宮
古
・
伊
良
部

島
）「
七
掘
田
」（
沖
縄
・
読
谷
村
）
な
ど
。

〈
そ
の
五
〉「
祠
堂
・
墓
の
由
来
」
を
説
く
も
の

　

 「
喜
念
権
現
」（
奄
美
・
伊
仙
町
）「
白
銀
堂
」（
沖
縄
・
糸
満
市
）「
普

天
間
権
現
」（
沖
縄
・
宜
野
湾
市
）「
シ
ン
コ
ー
ボ
ー
の
墓
」（
奄
美
・

喜
界
島
）「
玉
御
殿
と
木
田
大
屋
」（
沖
縄
・
南
風
原
町
）
な
ど
。

Ｃ
「
昔
話
」
伝
承

柳
田
国
男
氏
は
、『
日
本
伝
説
名
彙
』
に
先
行
し
て
『
日
本
昔
話
名
彙
）
30
（

』

（
昭
和
二
十
三
年
）
を
公
刊
さ
れ
る
。
こ
れ
は
あ
え
て
欧
米
の
分
類
案
を
退

け
て
、
そ
の
分
類
は
、「
完
形
昔
話
」
か
ら
「
派
生
昔
話
」
に
及
ん
で
示
さ

れ
る
。「
神
話
」
伝
承
に
近
い
も
の
が
「
完
形
」、
そ
れ
の
零
落
し
た
も
の

が
「
派
生
」
と
判
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、『
口
承
文
芸
史
考
』（
序
）

の
主
張
に
し
た
が
う
も
の
と
言
え
る
。
そ
れ
に
続
く
関
敬
吾
氏
の
『
日
本

昔
話
集
成
）
31
（

』（
昭
和
二
十
五
〜
三
十
三
年
）、『
日
本
昔
話
大
成
）
32
（

』（
昭
和

五
十
三
年
〜
五
十
五
年
）
は
、
欧
米
の
分
類
案
に
準
じ
て
「
動
物
昔
話
」

「
本
格
昔
話
」「
笑
話
」
の
三
分
類
案
で
あ
る
。
欧
米
の
伝
承
と
の
比
較
を
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念
頭
に
置
か
れ
た
も
の
と
言
え
る
。
稲
田
浩
二
・
小
澤
俊
夫
両
氏
の
『
日

本
昔
話
通
観
）
33
（

』〈
タ
イ
プ
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
〉（
昭
和
五
十
二
年
〜
六
十
三

年
）
も
、
お
よ
そ
こ
れ
に
準
じ
て
い
る
。

あ
え
て
私
案
は
、
二
分
類
案
に
よ
る
。
そ
れ
は
か
な
ら
ず
し
も
柳
田
案

に
従
う
も
の
で
は
な
い
。

〈
南
島
「
昔
話
」
分
類
私
案
〉

〈
そ
の
一
〉
本
格
昔
話

　

 〔
誕
生
奇
瑞
譚
〕「
み
や
こ
は
つ
丸
」「
ね
ぶ
と
の
種
子
」「
子
育
て
幽

霊
」「
寅
千
代
丸
」
な
ど
。

　
〔
異 

常
婚
姻
譚
〕「
犬
聟
入
」「
天
人
女
房
」「
蜷
女
房
」「
エ
イ
女
房
」

「
絵
姿
女
房
」「
難
題
婿
」「
牛
の
嫁
入
」
な
ど
。

　
〔
継 

子
譚
〕「
灰
息
子
」「
継
子
と
白
鳥
」「
手
な
し
娘
」「
継
子
の
毒
入

り
弁
当
」
ほ
か
。

　
〔
兄 

弟
譚
〕「
二
人
兄
弟
」「
兄
弟
の
仲
直
り
」「
三
人
兄
弟
」「
七
人
兄

弟
」
な
ど
。

　
〔
致 

富
譚
〕「
黄
金
小
猫
」「
夢
見
小
僧
」「
炭
焼
長
者
」「
猿
長
者
」「
山

神
と
童
子
」
な
ど
。

　
〔
厄 

難
克
服
譚
〕「
片
目
の
鬼
の
子
」「
三
つ
の
玉
」「
天
か
ら
綱
」「
鬼

の
家
の
便
所
」「
兄
は
鬼
」
な
ど
。

　
〔
動 

物
援
助
譚
〕「
物
言
う
亀
」「
山
犬
の
眉
毛
」「
も
の
言
う
牛
」「
鱶

に
助
け
ら
れ
た
男
」
な
ど
。

　
〔
機 

知
譚
〕「
ア
シ
タ
ビ
と
松
川
童
子
」「
姥
捨
山
」「
カ
タ
イ
ラ
・
マ
ー

ガ
の
知
恵
」
な
ど
。

〈
そ
の
二
〉
非
本
格
昔
話

　
〔
因 

縁
話
〕「
生
き
返
っ
た
娘
」「
首
の
な
い
影
」「
焼
紙
の
始
ま
り
」

な
ど
。

　
〔
妖 

怪
譚
〕「
ケ
ン
ム
ン
の
ウ
ワ
ッ
バ
」「
キ
ジ
ム
ナ
ー
と
友
だ
ち
」「
雨

宿
り
と
マ
ジ
ム
ン
」「
ク
ス
ケ
ー
由
来
」
な
ど
。

　
〔
史 

譚
〕「
金
志
川
父
子
の
最
期
」「
姉
ミ
ヤ
マ
コ
の
知
恵
」「
護
佐
丸

と
阿
麻
和
利
」「
佐
敷
小
按
司
の
わ
ざ
競
べ
」「
モ
ー
イ
親
方
の
嫁

釣
り
」「
渡
嘉
敷
ペ
ー
ク
の
椰
子
ど
っ
く
り
」「
名
護
親
方
と
具
志

頭
親
方
」
な
ど
。

　
〔
笑 

話
〕「
嗅
び
医
者
」「
婆
の
鳥
料
理
」「
山
原
旅
と
団
亀
」「
幽
霊
と

塩
売
り
」「
喜
如
嘉
蛙
と
国
頭
蛙
」「
蟹
の
褌
」
な
ど
。

　
〔
鳥 

獣
草
木
譚
〕「
雨
蛙
不
孝
」「
子フ
ァ

売
り
フ
ァ
鳥
」「
比
目
魚
由
来
」

「
ア
カ
ラ
の
鬼
退
治
」「
蛙
と
鳥
の
競
争
」「
猿
の
生
肝
」
な
ど
。

Ｄ
「
世
間
話
」
伝
承

民
間
説
話
の
研
究
史
の
な
か
で
、
世
間
話
を
そ
れ
に
含
む
べ
き
と
す
る
主

張
は
、
近
年
に
な
っ
て
お
こ
っ
た
も
の
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
分

類
案
は
、
こ
れ
ま
で
の
先
学
は
、
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
こ
で

は
、
世
間
話
研
究
に
熱
心
に
と
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
山
田
厳
子
氏
の
「
富
士

吉
田
の
世
間
話
）
34
（

」
を
参
考
と
し
て
い
る
。
ま
た
昔
話
伝
承
が
稀
薄
化
し
た
東

京
都
に
お
け
る
口
承
説
話
の
収
集
に
務
め
て
こ
ら
れ
た
中
島
恵
子
氏
の
「
中

野
の
世
間
話
）
35
（

」
が
参
考
と
な
る
。
次
に
そ
の
私
案
を
あ
げ
る
が
、
南
島
に
お
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け
る
世
間
話
の
伝
承
は
、
な
か
な
か
豊
か
で
あ
る
こ
と
が
実
感
さ
れ
る
。

〈
南
島
「
世
間
話
」
分
類
私
案
〉

〈
そ
の
一
〉
神
の
霊
異

　
〔
告 

知
〕「
神
女
の
話
」（
奄
美
・
瀬
戸
内
町
）「
ユ
タ
の
話
」（
奄
美
・

名
瀬
市
）「
神
証
の
鳴
る
話
」（
沖
縄
・
山
原
地
方
）「
ノ
ロ
・
神

人
の
話
」（
沖
縄
・
豊
見
城
村
）
な
ど
。

　
〔
邂 

逅
〕「
山
の
神
問
答
」（
奄
美
・
瀬
戸
内
町
）「
神
に
な
っ
た
娘
」（
同

上
）「
テ
ィ
ン
ツ
ィ
ポ
ぬ
神
（
巨
人
神
）」（
奄
美
・
大
和
村
）「
テ
ン

ゴ
神
の
話
」（
同
上
）「
ニ
タ
ン
ボ
ー
ジ
（
猪
谷
坊
主
）」（
奄
美
大
島
）

「
ユ
ワ
ト
ゥ
シ
神
」（
奄
美
・
徳
之
島
）「
神
様
を
見
た
男
の
話
」（
沖

縄
・
山
原
地
方
）「
権
現
の
通
路
」（
沖
縄
・
宜
野
湾
市
）
な
ど
。

　
〔
懲 

罰
〕「
諸
鈍
の
山
の
神
の
祟
り
」（
奄
美
・
瀬
戸
内
町
）「
神
の
祟

り
」（
奄
美
・
徳
之
島
）「
不
貞
女
を
罰
す
る
久
高
の
神
々
」（
沖

縄
・
久
高
島
）
な
ど
。

　
〈
そ
の
二
〉
妖
怪
の
奇
異

　
〔
化
物
〕

　
　

 〈
ガ
ラ
ッ
パ
・
フ
ァ
ン
チ
ン
ハ
ン
バ
ー
・
カ
ー
ボ
ー
ザ
ー
〉「
河
童
の

恩
返
し
」（
奄
美
・
喜
界
島
）「
フ
ァ
チ
ハ
ン
バ
ー
幽
霊
」（
沖
縄
・

大
宜
味
村
）「
カ
ー
ボ
ー
ザ
ー
に
つ
い
て
」（
沖
縄
・
久
米
島
）
な
ど
。

　
　

 〈
ケ
ン
モ
ン
・
ブ
ナ
ガ
イ
・
ア
カ
カ
ナ
ジ
ャ
ー
・
ウ
ン
サ
ガ
ナ
シ
・

キ
ジ
ム
ナ
ー
・
イ
ン
ガ
マ
ヤ
ラ
ブ
・
マ
ジ
ム
ン
・
マ
ジ
ャ
ー
〉「
ケ

ン
ム
ン
に
迷
わ
さ
れ
た
話
」（
奄
美
・
笠
利
町
）「
ケ
ン
モ
ン
の
屁
」

（
奄
美
大
島
）「
ケ
ン
ム
ン
と
相
撲
」（
奄
美
・
大
和
村
）「
ブ
ナ
ガ

ヤ
の
い
た
ず
ら
」（
沖
縄
・
大
宜
味
村
）「
ブ
ナ
ガ
ヤ
の
屁
」（
同
上
）

「
ア
カ
カ
ナ
ジ
ャ
ー
の
話
」（
沖
縄
・
伊
平
屋
島
）「
ウ
ン
サ
ガ
ナ
シ

―
の
牛
倒
し
」（
沖
縄
・
伊
是
名
島
）「
キ
ジ
ム
ン
霊
を
取
る
」（
沖

縄
・
宜
野
湾
市
）「
キ
ジ
ム
ン
と
大
和
見
物
」（
同
上
）「
キ
ジ
ナ
ー

の
胸
押
さ
え
」（
沖
縄
・
佐
敷
町
）「
キ
ジ
ム
ナ
ー
火
」（
同
上
）「
イ

ン
ガ
マ
ヤ
ラ
ブ
」（
宮
古
・
伊
良
部
島
）「
人
間
と
マ
ジ
ム
ヌ
」（
同

上
）「
マ
ジ
ャ
ー
の
馬
借
り
」（
八
重
山
・
小
浜
島
）
な
ど
。

　
　

 〈
ミ
ミ
キ
ラ
ウ
ヮ
ー
〉「
耳ミ
ン

無キ
ラ

豚ウ
ワ
ー」（

奄
美
大
島
）「
豚
幽
霊
（
ウ

ワ
ー
ム
ヌ
）」（
奄
美
・
与
論
島
）
な
ど
。

　
　

 〈
ア
モ
レ
オ
ナ
グ
・
チ
ー
ア
ン
マ
ー
〉「
ア
モ
レ
オ
ナ
グ
に
取
り
憑

か
れ
た
話
」（
奄
美
・
笠
利
町
）「
ア
モ
レ
マ
タ
の
ア
モ
レ
オ
ナ
グ
」

（
同
上
）「
産
女
の
話
」（
奄
美
・
徳
之
島
）「
乳
の
親
」（
沖
縄
・
山

原
地
方
）
な
ど
。

　
〔
変へ
ん

化げ

〕

　
　

 〈
豚
の
化
け
〉「
美
女
に
化
け
た
豚
」（
沖
縄
・
山
原
地
方
）「
豚
の

色
男
」（
沖
縄
・
宜
野
湾
市
）「
豚
の
化
物
」（
同
上
）
な
ど
。

　
　

 〈
山
羊
の
化
け
〉「
山
羊
の
化
物
」（
沖
縄
・
宜
野
湾
市
）
な
ど
。

　
　

 〈
蛇
の
化
け
〉「
マ
ッ
テ
ィ
ブ
の
化
け
」（
奄
美
・
徳
之
島
）「
美
男

子
に
な
っ
た
斑
蛇
」（
沖
縄
・
山
原
地
方
）「
蛇
に
見
入
ら
れ
た
娘
」

（
沖
縄
・
佐
敷
町
）
な
ど
。

　
　

 〈
猫
の
化
け
〉「
化
け
猫
と
ノ
ロ
シ
ャ
レ
」（
奄
美
・
大
和
村
）「
名

瀬
の
化
け
猫
」（
沖
縄
・
佐
敷
町
）
な
ど
。
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 〈
魚
の
化
け
〉「
ビ
キ
ン
キ
ル
（
怪
魚
）」（
沖
縄
・
大
宜
味
村
）
な
ど
。

　
　

 〈
棺
板
・
龕
の
化
け
〉「
マ
ジ
ム
ン
に
恋
し
た
男
」（
沖
縄
・
山
原
地

方
）「
ガ
ン
が
牛
に
化
け
る
話
」（
沖
縄
・
宜
野
湾
市
）
な
ど
。

　
〔
霊
魂
〕

　
　

 〈
冥
界
〉「
死
の
前
ぶ
れ
」（
奄
美
・
笠
利
町
）「
後
生
へ
行
っ
た
話
」

（
奄
美
・
大
和
村
）「
魂
を
追
い
戻
し
た
話
」（
奄
美
・
与
論
島
）「
あ

の
世
に
行
く
魂
を
見
た
話
」（
同
上
）「
奪
わ
れ
た
妻
の
霊マ
ブ
イ魂

を
取

り
戻
し
た
話
」（
沖
縄
・
宜
野
湾
市
な
ど
。

　
　

 〈
生
イ
キ
マ
ブ
イ霊〉「

生
霊
の
話
」（
奄
美
・
大
和
村
）「
イ
キ
ロ
ー
」（
奄
美
・

与
論
島
）「
生
霊
に
逢
っ
た
男
」（
沖
縄
・
山
原
地
方
）
な
ど
。

　
　

 〈
死
シ
ニ
マ
ブ
イ霊〉「

妻
の
死
霊
」（
奄
美
・
大
和
村
）「
死
霊
に
乗
り
移
ら
れ

た
人
」（
沖
縄
・
山
原
地
方
）
な
ど
。

　
　

 〈
幽
霊
〉「
モ
ー
レ
（
船
幽
霊
）
の
話
」（
奄
美
・
瀬
戸
内
町
）「
幽

霊
の
子
守
り
」（
奄
美
・
徳
之
島
）「
ウ
グ
ミ
（
妊
婦
幽
霊
）」（
奄

美
・
与
論
島
）「
ユ
ー
リ
ー
（
背
高
幽
霊
）」（
沖
縄
・
山
原
地
方
）

「
ヤ
ナ
ム
ン
（
無
縁
幽
霊
）」（
同
上
）
な
ど
。

　
　

 〈
遺
念
火
〉「
安
和
の
遺
念
火
」（
沖
縄
・
山
原
地
方
）「
東
江
の
遺

念
火
」（
同
上
）「
呉
屋
バ
ン
タ
の
怪
火
」（
沖
縄
・
宜
野
湾
市
）「
国

吉
坂
の
遺
念
火
」（
沖
縄
・
糸
満
市
）
な
ど
。

〈
そ
の
三
〉
人
間
の
異
常

　
〔
運 

命
〕「
恋
し
背
の
君
（
瓦
屋
節
由
来
）」（
沖
縄
・
宜
野
湾
市
）「
位

牌
と
結
婚
し
た
話
」（
沖
縄
・
大
宜
味
村
）「
七
回
売
ら
れ
て
親
孝

行
を
し
た
人
の
話
」（
沖
縄
・
那
覇
市
）
な
ど
。

　
〔
奇 

行
〕「
山
の
八
茶
坊
」（
奄
美
・
大
和
村
）「
弓
の
名
手
イ
ナ
デ
ィ

オ
ン
ノ
ー
」（
奄
美
・
徳
之
島
）「
大
力
の
仲
尾
大
腹
」（
沖
縄
・

宜
野
湾
市
）「
臆
病
な
武
士
」（
沖
縄
・
大
宜
味
村
）「
芸
〈
三
味

線
〉
は
身
を
助
け
る
」（
沖
縄
・
那
覇
市
）「
大
力
の
マ
ギ
ー
」（
沖

縄
・
糸
満
市
）「
武
芸
者
の
文
徳
マ
サ
ー
」（
同
上
）
な
ど
。

三　
「
南
島
説
話
大
成
」
の
具
体
的
試
案

具
体
的
試
案
に
お
け
る
基
本
方
針

先
に
あ
げ
た
よ
う
に
、
わ
た
く
し
ど
も
が
南
島
に
お
け
る
口
承
説
話
の
収

集
調
査
に
と
り
組
ん
だ
頃
は
、
南
島
に
お
い
て
は
、
日
常
的
に
シ
マ
ク
チ
が

用
い
ら
れ
、
わ
た
く
し
ど
も
の
ヤ
マ
ト
グ
チ
（
共
通
語
）
は
、
年
輩
の
年
寄

に
は
、
容
易
に
通
じ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
か
ら
十
年
、
つ
ま

り
沖
縄
が
本
土
に
復
帰
し
て
以
来
、
南
島
に
お
け
る
共
通
語
の
普
及
は
目
ざ

ま
し
い
も
の
と
な
っ
た
。「
方
言
札
」
を
吊
さ
れ
て
笑
い
者
と
な
っ
た
と
い

う
、
年
寄
の
少
年
時
代
の
苦
い
経
験
は
問
題
に
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
言
え
る
。

わ
た
く
し
ど
も
の
シ
マ
ク
チ
を
中
心
と
す
る
口
頭
説
話
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査

も
、
共
通
語
の
そ
れ
に
よ
る
こ
と
に
変
貌
し
て
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

お
よ
そ
「
南
島
説
話
大
成
」
は
、『
南
島
歌
謡
大
成
』
に
準
じ
て
編
集
を

試
み
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
日
、
わ
た
く
し
ど
も
に
あ
る
伝
承
資
料
は
、
シ

マ
ク
チ
中
心
の
報
告
書
よ
り
も
、
共
通
語
の
そ
れ
が
、
む
し
ろ
多
く
、
シ
マ

ク
チ
の
み
に
よ
る
『
歌
謡
大
成
』
に
準
じ
て
の
編
集
は
、
不
可
能
と
言
え
る

状
況
で
あ
る
。
ま
た
、『
歌
謡
大
成
』
は
、
奄
美
・
沖
縄
本
島
・
宮
古
・
八
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重
山
の
四
つ
の
方
言
圏
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
わ
た
く
し
ど

も
に
あ
る
伝
承
資
料
は
、
奄
美
・
沖
縄
本
島
が
多
く
、
宮
古
・
八
重
山
は
そ

れ
が
稀
薄
で
、
方
言
圏
別
に
よ
る
「
説
話
大
成
」
の
編
集
は
困
難
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、「
南
島
説
話
大
成
」
試
案
は
、
シ
マ
ク
チ

を
主
と
し
な
が
ら
共
通
語
の
資
料
を
添
え
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
四
つ
の

方
言
圏
に
よ
る
収
載
は
あ
き
ら
め
、
南
島
全
体
を
一
括
し
て
あ
げ
る
こ
と

と
し
て
、
試
案
を
提
示
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ジ
ャ
ン
ル
別
の
具
体
的
試
案

ま
ず
『
大
成
』
試
案
は
、「
神
話
」
伝
承
・「
伝
説
」
伝
承
・「
昔
話
」
伝
承
・

「
世
間
話
」
伝
承
の
ジ
ャ
ン
ル
別
に
あ
げ
る
。
そ
の
配
列
は
北
の
奄
美
か
ら
南

の
八
重
山
に
及
ぶ
順
序
に
よ
る
。
例
話
は
ま
ず
シ
マ
ク
チ
（
対
訳
）の
本
文
を

あ
げ
、
続
い
て
共
通
語
本
文
を
添
え
る
。
と
き
に
は
共
通
語
本
文
の
類
話
を
出

典
名
だ
け
で
示
す
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
て
本
稿
は
、『
大
成
』
全
体
を
あ
げ

る
の
で
は
な
く
、
そ
の
試
案
と
し
て
代
表
例
話
を
あ
げ
る
に
と
ど
ま
る
。
そ

の
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
の
代
表
例
話
は
、
サ
ブ
タ
イ
プ
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
る
。

Ａ
「
神
話
」
伝
承

ア
マ
ン
チ
ュ
ウ
の
足
跡
（「
天
地
分
離
」）

ア
マ
ン
チ
ュ
ウ
の
国
建
・
島
建

「
国
土
の
起
源
」「
人
類
の
起
源
」「
国
土
の
起
源
・
人
類
の
起
源
」「
国

土
の
起
源
・
人
類
の
起
源
・
農
耕
の
起
源
」「
国
土
の
起
源
・
人
類
の
起

源
・
国
土
の
起
源
・
人
類
の
起
源
・
農
耕
の
起
源
」

Ｂ
「
伝
説
」
伝
承

村し
ま

の
始
ま
り
（
島
建
伝
説
）

村し
ま

の
終
わ
り
（
元
島
伝
説
）

鉄
人
の
最
後
（
英
雄
伝
説
）

美
人
の
出
な
い
村
（
美
女
伝
説
）

Ｃ
「
昔
話
」
伝
承

天
人
女
房

　

 「
天
女
昇
天
」
（一）
始
祖
誕
生
型
、
（二）
天
女
昇
天
型
、
（三）
銘
苅
子
口
説
型
、

　
　　

（四）
銘
苅
子
組
踊
型
）

　
「
天
女
再
会
・
別
離
」

　

 「
星
女
房
」
（一）
天
女
昇
天
型
、
（二）
天
女
地
上
再
会
型
、
（三）
押
し
か
け
女

房
型
）

Ｄ
「
世
間
話
」
伝
承

妖
怪
と
人
間

　
「
ケ
ン
モ
ン
来
訪
」

　
「
キ
ジ
ム
ナ
ー
と
屁
」

　
「
キ
ジ
ム
ナ
ー
と
蛸
」

　
「
キ
ジ
ム
ナ
ー
の
仕
返
し
」

（
な
お
本
誌
に
は
、
右
に
あ
げ
た
ジ
ャ
ン
ル
別
の
A
「
神
話
」、
B
「
伝

説
」、
C
「
昔
話
」、
D
「
世
間
話
」
の
具
体
的
試
案
を
あ
げ
る
紙
面
は
用

意
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
九
月
公
刊
予
定
の
拙
著
『「
日
本
」
と
「
琉
球
」

―
南
島
説
話
の
展
望
―
』〈
法
蔵
館
〉
収
載
の
資
料
編
「
南
島
説
話
大
成

の
具
体
的
試
案
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
）
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以
上
、
本
稿
が
省
略
し
た
Ａ
「
神
話
」
伝
承
、
Ｂ
「
伝
説
」
伝
承
、
Ｃ

「
昔
話
」
伝
承
、
Ｄ
「
世
間
話
」
伝
承
の
代
表
例
話
に
よ
っ
て
、
南
島
説
話

の
全
貌
の
一
端
を
見
聞
し
て
み
る
。
し
か
し
今
、
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
の

伝
承
世
界
を
コ
メ
ン
ト
す
る
余
裕
は
な
い
。
が
、
こ
の
試
案
か
ら
う
か
が

え
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
伝
承
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の

世
界
を
有
す
る
こ
と
は
勿
論
、
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
属
す
る
伝
承
例
話
は
、

し
ば
し
ば
隣
接
す
る
ジ
ャ
ン
ル
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し

そ
れ
は
、「
神
話
」
伝
承
が
源
に
あ
っ
て
、
そ
れ
が
他
の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
化

す
る
と
い
う
伝
承
の
実
態
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
南
島
説
話
の
伝

承
大
系
は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
連
動
し
合
っ
て
、
南
島
に
お
け
る
口
承
文

化
の
世
界
を
築
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に
―
「
南
島
説
話
大
成
」
の
可
能
性
―

わ
が
国
に
お
け
る
伝
説
・
昔
話
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
わ

れ
わ
れ
の
先
学
は
、
そ
の
収
集
に
つ
と
め
、
そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
の
、
そ
の
大
系
化
を
は
か
り
、
ま
た
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の
公
刊
が
果
さ

れ
て
き
た
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
大
系
化
の
作
業
は
、
一
方
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
お
い
て
伝
承
さ
れ
た
口
承
説
話
の
本
文
は
集
約
化
さ
れ
、
抽
象
化
さ

れ
て
、
伝
承
そ
の
も
の
の
実
態
を
隠
し
て
し
ま
う
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
伝
承
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

コ
ト
バ
（
方
言
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
コ
ト
バ
は
、
ま
さ

し
く
そ
の
地
域
の
心
意
（
真
意
）
に
も
と
づ
く
表
現
で
あ
る
。
し
か
し
こ

れ
ま
で
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
に
お
い
て
は
、
そ
の
地
域
の
コ
ト
バ
（
方
言
）

は
、
ほ
と
ん
ど
消
さ
れ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
わ
た
く
し
ど
も
は
、
昭
和

四
十
年
代
以
降
、
テ
ー
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
の
発
達
も
あ
っ
て
、
そ
の
地
域

の
語
り
手
の
コ
ト
バ
を
そ
の
ま
ま
に
収
録
し
、
そ
れ
に
よ
る
報
告
書
を
作

成
し
て
、
世
に
送
り
出
し
て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
が
、
諸
氏
の
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
に
採
用
さ
れ
る
と
き
、
多
く
は
そ
の
地
域
の
コ
ト
バ
は
、
共
通
語
の

大
略
に
変
じ
て
引
用
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
伝
承
の
真
意
は
消
え
て

し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

特
に
南
島
に
お
い
て
は
、
独
自
の
シ
マ
ク
チ
が
長
く
流
布
し
て
い
る
。

そ
れ
な
ら
ば
、
そ
れ
に
拠
っ
た
「
大
成
」
が
作
成
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
そ
の
と
き
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
外
間
守
善
氏
を
中
心
と
す

る
『
南
島
歌
謡
大
成
』
で
あ
っ
た
。
し
か
し
南
島
に
お
け
る
伝
承
資
料
の

蓄
積
は
、
こ
れ
に
準
じ
て
作
成
す
る
こ
と
が
、
お
よ
そ
不
可
能
で
あ
る
こ

と
を
す
で
に
説
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
わ
た
く
し
は
、
そ
の
試
案

を
示
し
て
、「
南
島
説
話
大
成
」
の
可
能
性
を
提
示
す
る
の
で
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
毎
年
の
よ
う
に
南
島
を
訪
れ
る
こ
と
五
十
年
。
わ
た
く
し
に

残
さ
れ
た
人
生
は
、
よ
う
や
く
尽
き
る
。
い
つ
の
日
か
『
南
島
説
話
大
成
』

の
公
刊
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
シ
マ
ク
チ
に
通
じ
る
若
い
学
究
に
期
す
る

次
第
で
あ
る
。

注（
１
） 

柳
田
国
男
氏
は
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
に
、
沖
縄
に
わ
た
る
。
そ
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の
直
接
の
動
機
は
、
伊
波
普
猷
氏
か
ら
『
古
琉
球
』
の
寄
贈
を
受
け
て

の
こ
と
で
あ
る
。
同
年
一
月
、
ま
ず
沖
縄
県
立
図
書
館
に
伊
波
氏
の
許

を
訪
ね
、
沖
縄
本
島
の
各
地
を
め
ぐ
り
、
そ
の
下
旬
に
は
、
宮
古
を
経

由
し
て
、
石
垣
島
に
上
陸
。
岩
崎
卓
爾
氏
・
喜
舎
場
永
珣
氏
ら
に
迎
え

ら
れ
、
お
よ
そ
一
週
間
、
石
垣
島
の
拝
所
を
視
察
。
同
二
月
上
旬
に
は
、

沖
縄
本
島
に
戻
り
、
奄
美
を
経
由
し
て
、
二
月
中
旬
に
帰
郷
す
る
。
そ

の
南
島
訪
問
の
体
験
は
、『
海
南
小
記
』（
大
正
十
四
年
、
大
岡
山
書
店
）

と
し
て
公
刊
さ
れ
、
晩
年
に
は
『
海
上
の
道
』（
昭
和
三
十
六
年
、
筑

摩
書
房
）
よ
り
上
梓
さ
れ
る
。
沖
縄
帰
郷
後
は
、
南
島
談
話
会
を
開
き
、

主
に
在
京
の
南
島
出
身
者
の
研
究
を
助
言
・
指
導
す
る
。

　
　
　
折
口
信
夫
氏
は
、
柳
田
国
男
氏
の
南
島
体
験
の
話
を
聞
き
、
大
き
く
心

を
動
か
さ
れ
、
大
正
十
年
の
夏
に
、
第
一
回
の
沖
縄
採
訪
を
試
み
る
。

そ
れ
は
、
同
年
七
月
か
ら
八
月
に
及
び
、
主
に
沖
縄
周
辺
を
巡
っ
て
い

る
。
お
よ
そ
地
元
の
研
究
者
の
案
内
に
よ
る
も
の
で
、「
沖
縄
採
集
手

帖
」（『
折
口
信
夫
全
集
』
第
十
六
巻
所
収
、
昭
和
三
十
一
年
、
中
央
公

論
社
）
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
そ
の
第
二
回
の
渡
島
は
、
大
正
十
二
年

七
月
か
ら
八
月
に
及
ぶ
も
の
で
、
そ
の
前
半
は
沖
縄
本
島
、
後
半
は
石

垣
島
の
採
訪
調
査
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
前
回
と
同
じ
く
、
在
地
の
研
究

者
・
郷
土
史
家
の
案
内
に
も
と
づ
く
も
の
で
、
こ
の
採
訪
調
査
の
一
部

は
、「
沖
縄
採
訪
記
」（『
全
集
』
第
十
六
巻
所
収
）
に
よ
っ
て
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
二
度
に
わ
た
る
採
訪
は
、「
琉
球
の
宗
教
」（
大
正

十
三
年
）、「
沖
縄
に
存
す
る
我
が
古
代
信
仰
の
残
滓
」
な
ど
と
し
て
公

表
さ
れ
る
。（『
全
集
』
第
十
六
巻
所
収
）。
し
か
も
こ
れ
ら
と
前
後
し

て
、
折
口
氏
の
畢
生
の
書
と
も
い
う
べ
き
『
古
代
研
究
』
三
巻
（
昭
和

四
年
・
同
五
年
・
六
年
）（『
全
集
』
第
一
巻
〜
第
三
巻
。
昭
和
二
十
九

年
、
三
十
年
、
中
央
公
論
社
）
が
公
刊
さ
れ
る
。
直
接
的
・
間
接
的
に

沖
縄
採
訪
に
大
き
く
影
響
さ
れ
た
著
述
と
言
え
る
。

　
　
　
沖
縄
学
の
祖
と
う
た
わ
れ
る
伊
波
普
猷
氏
は
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）、

那
覇
の
士
族
の
嫡
男
と
し
て
誕
生
。
中
学
四
年
生
の
折
、
県
立
中
学
校

を
退
学
し
て
上
京
。
受
験
の
失
敗
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
明
治
三
十
三

年
に
、
二
十
五
歳
で
第
三
高
等
学
校
第
一
部
文
科
に
入
学
す
る
。
そ
の

三
高
を
卒
業
し
て
東
京
に
出
た
伊
波
は
、
中
学
時
代
の
恩
師
・
田
島
利

三
郎
と
再
会
、
居
を
共
に
し
て
、
田
島
よ
り
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
解

読
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
る
。
明
治
三
十
九
年
、
伊
波
は
三
十
一
歳
で
、

東
京
帝
国
大
学
言
語
学
科
を
卒
業
、
学
問
研
究
の
野
望
を
も
っ
て
帰
郷
、

ま
ず
は
沖
縄
の
古
文
献
の
収
集
と
筆
写
に
費
や
す
が
、
次
第
に
沖
縄
が

背
負
っ
た
総
体
的
な
重
み
を
痛
感
し
、
沖
縄
史
講
座
の
啓
蒙
的
実
践
活

動
を
十
余
年
続
け
る
。
明
治
四
十
四
年
十
二
月
、
沖
縄
公
論
社
よ
り
『
古

琉
球
』
を
公
刊
。
こ
の
書
は
、
本
土
の
研
究
者
に
、
琉
球
諸
島
の
も
つ

学
問
的
文
化
的
意
義
を
認
識
さ
せ
る
契
機
と
な
る
。
大
正
十
年
の
一
月
、

こ
の
書
に
啓
発
さ
れ
た
柳
田
国
男
氏
が
、
伊
波
氏
に
会
う
た
め
、
沖
縄

渡
島
に
及
ん
だ
こ
と
は
先
に
ふ
れ
た
。
伊
波
普
猷
は
、
そ
の
柳
田
よ
り

『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
重
要
性
を
吹
き
込
ま
れ
、
折
口
信
夫
氏
と
の
出
会

い
も
あ
っ
て
、
先
の
沖
縄
啓
蒙
の
運
動
か
ら
身
を
引
き
、『
お
も
ろ
さ
う

し
』
の
校
訂
と
解
釈
を
精
力
的
に
進
め
る
。
大
正
十
三
年
、
そ
の
『
お

も
ろ
さ
う
し
』
の
校
訂
は
完
成
、
そ
の
年
の
十
二
月
に
県
立
図
書
館
長

を
辞
任
し
て
、
大
正
十
四
年
の
二
月
上
京
、
東
京
に
お
い
て
執
筆
活
動

に
入
る
。
そ
の
業
績
に
つ
い
て
は
、
い
ち
い
ち
は
ふ
れ
な
い
。
上
京
後
、
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柳
田
と
の
親
し
い
交
流
は
、
学
説
上
の
意
見
の
違
い
か
ら
、
や
が
て
疎

遠
と
な
る
。
伊
波
の
そ
れ
は
「
沖
縄
へ
の
南
漸
説
」
で
あ
っ
た
が
、
柳

田
は
南
方
か
ら
の
「
海
上
の
道
」
に
沿
っ
た
北
進
説
で
あ
っ
た
。
昭
和

二
十
二
年
八
月
十
三
日
、
戦
後
の
混
乱
期
の
な
か
、「
故
郷
」
を
想
う
て

「
島
惑
ひ
」
し
て
こ
の
世
を
去
る
。
そ
の
経
緯
は
、
外
間
守
善
氏
の
『
沖

縄
学
へ
の
道
』（
平
成
十
四
年
、
岩
波
書
店
）
が
詳
し
い
。

（
2
） 

右
掲
注
（
1
）
引
用
の
外
間
守
善
氏
『
沖
縄
学
へ
の
道
』
に
よ
る
。

（
3
） （
4
）
角
川
書
店
発
行
。

（
5
） 

西
郷
信
綱
氏
共
著
、
岩
波
書
店
発
行
。

（
6
） 

一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
三
一
書
房
。

（
7
） 

一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
三
一
書
房
。

（
8
） 

角
川
書
店
。

（
9
）
一
九
八
四
（
昭
和
五
十
九
）
岩
波
書
店
。

（
10
） 

一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
四
月
、
雑
誌
『
日
光
』
第
一
巻
第
一
号

「
国
文
学
の
発
生
（
第
一
編
）
―
呪
言
と
叙
事
詩
―
」（『
折
口
信
夫
全

集
』
第
一
巻　

一
九
五
五　

中
央
公
論
社
）

（
11
） 

一
九
九
五
（
平
成
七
）　

角
川
書
店
。

（
12
） 

一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
弘
文
堂
。

（
13
） 

一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
法
政
大
学
出
版
局
。

（
14
） 

一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）
同
朋
舎
出
版
。

（
15
） 

一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
）
笠
利
町
教
育
委
員
会
発
行
。

（
16
） 

遠
藤
庄
治
・
丸
山
顕
徳
・
安
里
和
子
三
氏
共
編
。
一
九
八
六
（
昭
和

六
十
一
）
同
朋
舎
出
版
。

（
17
） 〔
南
島
昔
話
叢
書
〕
の
書
目
〔
出
版
元
・
京
都
の
同
朋
舎
出
版
〕

〈
書
名
〉

〈
編
者
〉

〈
刊
行
年
〉

1
〈
奄
美
大
島
〉

瀬
戸
内
町
の
昔

話

登
山
修

一
九
八
三
（
昭

和
五
十
八
）

2
〈
奄
美
大
島
〉

大
和
村
の
昔
話

山
下
欣
一
・
登
山
修
・
児
玉
永

伯
・
重
信
三
千
子
・
重
信
和
子
一
九
八
六
（
昭

和
六
十
一
）

3
〈
奄
美
諸
島
〉

徳
之
島
の
昔
話

福
田
晃
・
岩
瀬
博
・
松
山
光

秀
・
徳
富
重
成

一
九
七
八
（
昭

和
五
十
三
）

4
〈
沖
縄
本
島
〉

国
頭
村
の
昔
話

 

遠
藤
庄
治
・
丸
山
顕
徳
・
安

里
和
子

一
九
八
六
（
昭

和
六
十
一
）〕

5
〈
沖
縄
本
島
〉

島
尻
の
昔
話

（
上
）

狩
俣
恵
一
・
伊
芸
弘
子
・
松

本
孝
三
・
真
下
厚
・
福
田
晃
（
近
刊
予
定
）

6
〈
沖
縄
本
島
〉

島
尻
の
昔
話

（
下
）

 

狩
俣
恵
一
・
伊
芸
弘
子
・
松

本
孝
三
・
真
下
厚
・
福
田
晃
（
近
刊
予
定
）

7
〈
宮
古
島
〉

城
辺
町
の
昔
話

（
上
）

福
田
晃
・
佐
渡
山
安
公
・
下
地

利
幸
・
岡
本
克
江
・
山
本
清

一
九
九
一
（
平

成
三
）

8
〈
宮
古
島
〉

城
辺
町
の
昔
話

（
下
）

福
田
晃
・
佐
渡
山
安
公
・
下
地

利
幸
・
岡
本
克
江
・
山
本
清

一
九
九
一
（
平

成
三
）

9
〈
八
重
山
諸
島
〉
竹
富
島
・
小
浜

島
の
昔
話

福
田
晃
・
真
下
厚
・
狩
俣
恵

一
・
仲
盛
長
秀
・
花
城
正
美
一
九
八
四
（
昭

和
五
十
九
）

10
〈
八
重
山
諸
島
〉
与
那
国
島
の
昔

話

岩
瀬
博
・
高
里
康
子
・
松
浪

久
子
・
長
浜
洋
子

一
九
八
三
（
昭

和
五
十
八
）

※
別
巻
〈
沖
縄
・
首
里
の
昔
話
―
小
橋
川
共
寛
翁
の
チ
テ
ィ
バ
ナ
シ
―
〉
伊
芸
弘

子
編
者　

一
九
九
二
（
平
成
四
）　

三
弥
井
書
店

（
18
）
① 

福
田
晃
・
山
里
純
一
・
村
上
美
登
志
編
『
八
重
山
・
石
垣
島
の
伝
説
・

昔
話
（
一
）
―
大
浜
・
宮
良
・
白
保
―
』
二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二
）

 

② 

狩
俣
恵
一
・
丸
山
顕
徳
編
『
西
表
島
・
黒
島
・
波
照
間
島
の
伝
説
・

昔
話
』
二
〇
〇
三
（
平
成
十
五
）

 
③ 

岩
瀬
博
・
高
橋
一
郎
・
松
浪
久
子
編
『
喜
界
島
の
伝
説
・
昔
話
』

二
〇
〇
六
〕（
平
成
十
八
）

 

④ 
福
田
晃
・
山
里
純
一
・
藤
井
佐
美
・
石
垣 

繁
・
石
垣
博
孝
編
『
八
重

山
・
石
垣
島
の
伝
説
・
昔
話
（
二
）
―
登
野
城
・
大
川
・
石
垣
・
新
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川
―
』
二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）

（
19
） 

① 

『
奄
美
・
笠
利
町
昔
話
集
』〔
笠
利
町
文
化
財
報
告
第
九
号
〕

一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
）
笠
利
町
教
育
委
員
会

 
② 
『
沖
縄
・
佐
敷
町
の
昔
話
』〔
佐
敷
町
文
化
財
Ⅳ
〕
一
九
八
九
（
平

成
元
）　

佐
敷
町
教
育
委
員
会

 

③ 

『
沖
縄
・
糸
満
市
の
昔
話
』
一
九
九
六
（
平
成
八
）　

糸
満
市
教
育

委
員
会

（
20
） 

ａ
． 

福
田
晃
編
『
総
合
研
究　

沖
縄
地
方
の
民
間
文
芸
』〔
文
部
省
科

研
費
〕
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）　

三
弥
井
書
店

 

ｂ
． 

昔
話
研
究
懇
話
会
編
『
昔
話
―
研
究
と
資
料
―
第
七
号　

南
島

の
昔
話
』
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
三
弥
井
書
店

 

ｃ
． 

福
田
晃
・
岩
瀬 

博
・
遠
藤
庄
治
編
『
日
本
の
昔
話
30
沖
縄
の
昔

話
』
一
九
八
〇
（
昭
和
五
十
五
）
日
本
放
送
出
版
協
会

（
21
） 

ａ
． 

奄
美
・
沖
縄
民
間
文
芸
研
究
会
編
『
奄
美
沖
縄　

民
間
文
芸
研
究
』

創
刊
号
（
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
））
〜
第
二
十
三
号

（
二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二
））

 

ｂ
． 

奄
美
・
沖
縄
民
間
文
芸
学
会
編
『
奄
美
沖
縄　

民
間
文
芸
学
』
創

刊
号
（
二
〇
〇
一
（
平
成
十
三
））
〜
第
十
五
号
（
二
〇
一
七
（
平

成
二
十
九
））

（
22
） 

一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）　

中
央
公
論
社
。

（
23
） 『
神
話
学
研
究
』
第
一
巻
〈
序
説
篇
〉
第
一
章
第
一
節
「
神
話
主
体
不

明
説
と
そ
の
批
判
」
一
九
五
四
（
昭
和
二
十
九
）
培
風
館
。

（
24
） 

福
田
晃
編
『
民
間
説
話
―
日
本
の
伝
承
世
界
―
』「
民
間
説
話
」

一
九
八
九
（
平
成
元
）　

世
界
思
想
社
）、
同
『
沖
縄
の
伝
承
遺
産
を
拓

く
―
口
承
神
話
の
展
開
―
』「
神
話
・
伝
説
・
昔
話
の
間
」、
補
説　

二
〇
一
三
（
平
成
二
十
）
三
弥
井
書
店
。

（
25
） 

注
（
23
）
同
書
。

（
26
） 

福
田
晃
・
岩
瀬
博
共
編
『
民
話
の
原
風
景
―
南
島
の
伝
承
世
界
―
』

「
南
島
説
話
の
伝
承
世
界
」
一
九
九
六
（
平
成
八
）
世
界
思
想
社
に
準

ず
る
。
な
お
、
以
下
の
「
伝
説
」「
昔
話
」「
世
間
話
」
分
類
私
案
も
こ

れ
に
拠
っ
て
い
る
。

（
27
） 『
昔
話
研
究
』
第
三
号
「
伝
説
と
は
何
か
」
一
九
三
五
（
昭
和
十
）
三

元
社
。

（
28
） 

日
本
放
送
出
版
協
会
。

（
29
） 

編
集
委
員
、
荒
木
博
之
・
野
村
純
一
・
福
田
晃
・
宮
田
登
・
渡
辺
昭
五　

一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
）
〜
一
九
九
〇
（
平
成
二
）

（
30
） 

日
本
放
送
出
版
協
会
。

（
31
） （
32
）
角
川
書
店
。

（
33
） 

同
朋
舎
出
版
。

（
34
） 

山
田
厳
子
氏
編
『
富
士
吉
田
の
昔
話
・
伝
説
・
世
間
話
』
一
九
八
五

（
昭
和
六
十
）　

富
士
吉
田
市
郷
土
館
。

（
35
） 

中
島
恵
子
氏
編
『
中
野
の
昔
話
・
伝
説
・
世
間
話
』
一
九
八
七
（
昭
和

六
十
二
）
中
野
区
教
育
委
員
会
。

 

（
ふ
く
だ
・
あ
き
ら
／
立
命
館
大
学
名
誉
教
授
）


